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米国金融政策（2023年9月FOMC）
政策金利を２会合ぶりに据え置き

1/1

2023年9月21日

FRBは政策金利見通しを引き上げ、金融引き締め期間の長期化を示唆

FRB（米国連邦準備制度理事会）は9月19-20日（現地）にFOMC（米国連邦公開市場委員会）を開催し、

政策金利であるFF（フェデラル・ファンド）金利の誘導目標レンジを5.25～5.50％で据え置くことを全

会一致で決定しました。また、国債やMBS（住宅ローン担保証券）の保有額縮小を計画通り実施していく

ことも再確認しました。

声明文に大きな変化はなく、利上げ打ち止めを示唆する文言はありません。むしろ、パウエルFRB議長

は「適切であれば追加利上げの用意がある」と述べ、発表されたFOMC参加者の2023年末FF金利見通しも

中央値で5.625％と、年内1回の追加利上げが想定されています。また、2024年末FF金利見通しは中央値

で5.125％と、従来の4.625％から市場参加者の想定を上回る大幅な上方修正となりました。議長は「イ

ンフレが目標に向かって持続的に低下していると確信するまで、政策金利を景気抑制的な水準で維持する

つもりだ」と述べ、景気見通しの引き上げと合わせて、金融引き締め期間の長期化を示唆しました。

FF金利見通しの大幅な上方修正というタカ派的な据え置きを受けて、債券市場は2年債利回りを筆頭に

全般的に上昇しました。FF金利先物では追加利上げの可能性を年内累計5割程度織り込む中、追加利上げ

の有無は、雇用・物価指標を中心とするデータ次第です。しかし、実体経済が目立って弱含んでいない現

状では利下げ観測の後退傾向が継続し、長期金利は4％台で当面高止まる可能性が高いと思われます。

FF金利の実績と見通しFF金利と米国債利回り

（出所）ブルームバーグ

（注）FF金利は決定日ベースで誘導目標レンジの中心値

（2022年1月初～2023年9月20日）（％） （％）

（注）FF金利は決定日ベースで誘導目標レンジの中心値

（FF金利：2022年1月初～2023年9月20日）
（FOMC参加者のFF金利見通し：2023・24・25・26年末）

（SOFR先物金利：2023年9月～2026年12月）

23年6月は2026年末FF金利見通し未公表（出所）ブルームバーグ
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SOFR金先：9月20日

FOMC参加者のFF金利見通し：6月

FOMC参加者のFF金利見通し：9月


